
組 合 員 労 働 相 談 Ｈ の お 知 ら せ （ 無 料 ）　9 月1･15 日　10 月6･20 日　　 場 所: Ｃ Ｏ Ｍ ３ 号 館5 階 会 議 室　 時 間:13 時
～15

時

| ■ ●s ●● ■ ● ■ ●･ ■ ● ●● ■ ■● ■ ● ● ●● ■ ●■ ● ● ■● ■ ●s ●･ ■ ●a ■, ■● ■ ●a ■ ● ●■ ■ ● ● ■● ■ ● ■ ●■ ● ●, ● ● ■● ■ ●■ ■ ● ■ ●s ● ● ■● ■ ●a ■ ● ■ ●･ ■ ● ■● ● ● ●■ ● ■ ●● ■ ● ●●s ● ●■ ● ■ ●● ● ■ ■●s ● ●■ ● ■ ●■ ■ ● ■●s ■ ●■ ● ■ ●● ■ ● ■●s ● ●■ ● ●■ ● ■ ● ■●s ■ ● ●● ■ ●● ■ ● ■●s ● ●■ ●s ■ ●

組 合 口 法 律 相 談 日 に つ い て　　 惘 別 相 談 対 応 と さ せ て い た だ い て お り ま す｡ ご 相 談 の 向 き は, 組 合 事 務 局 ま で ご 連 絡 く だ さ い

。

法
律
・
労
務

相
談
所

法

改

正

情

報

今

後

の

主

な

改

正

事

項

を

ご

紹

介

し

ま

す

。

◆

傷
病
手

当
金
の
支
給
期
間
の
通
算
化
（
令
和

４
年
１
月
１
日
か
ら
施
行
）

傷
病
手
当
金

は
、
業
務
外
の
事
由
に
よ
る
病

気
や
ヶ
ガ
の
療
養
の
た
め
に
休
業
す
る
と
き
で
、

一
定
の
要

件
に
該
当
し

た
場
合
に
支
給
さ
れ
る

も
の
で

、
支
給
期
間
は

、
支

給
が
開
始
さ
れ
た

日
か
ら
最
長
・
‐
年
６
ヵ
月
で
す
。
現

在
の
取

扱

い
は

、
１
年
６
ヵ

月
の
間
に
仕

事
に
復
帰
し

た

期
間
が
あ
り
、
そ
の
後
再
び
同
じ
病
気
や
ヶ

ガ

に
よ
り
仕
事
に

就
け
な
く
な
っ
た
場
合
で
も
、

復
帰
期
間
も
含
め
て
１
年
６
ヵ

月
に
算
入
さ
れ

ま
す
。
支
給
開
始
後
１
年
６
ヵ

月
を
超
え
た
場

合
は

、
仕
事
に

就
く
こ
と

が
で

き
な
い
場
合
で

あ
っ
て
も
、
傷
病
手
当
金
は
支
給
さ
れ
ま
せ
ん

。

今

回
の
改
正
は
、
出
勣
に
伴
い
不

支
給
と
な
っ

た
期
間
が
あ
る
場
合

、
そ
の
分
の
期
間
を
延
長

し
て
支
給
を
受
け
ら
れ
る
よ
う
に
、
支
給
期
間

の
通
算
化

を
行

う
と
い
う
も
の
で
す
（
支
給
を

始
め

た
日
か
ら
通
算
し
て
１
年
ａ

力
月
支
給
）
。

◆

育
児
休
業

中
の
保

険
料
の
免
除

要
件
の
見

瓢
し
（
令
和
４
年
1
0月
１
日
か
ら
施
行
）

育
児
休
業
中
の
社
会
保
険
の
保
険
料
免

除

は

、
現
在

、
月
の
末
日

時
点
で
育
児
休

業
を
し

て
い

る
場
合
に

、
当

該
月
の

保
険
料
（
賞
与

保

険

料
含
む
）
が
免
除
さ
れ
る
仕

組
み
で
す
。
そ

の
た
め
例
え
ば
、
月
中
に
２
週

間
の
育
休
を
取

得
し
た
と
し
て
も
、
休
業

期
間
に
月
の
末
日

を

含
ま
な
け
れ
ば
免
除
の
対
象
に
は
な
り
ま
せ
ん
。

今

回
の
改
正
は
、
短
期
の

育
児
休
業
の
取
得
に

対

応
し
て
、
育
児

休
業
期
間
に
月
末
を
含
ま
な

い
場
合
で
も
、
月
内
に
２
週
間
以
上
の
育
児

休

業

を
取
得
し
た
場

合
に
は
当
該
月
の
保
険

料

｜

を
免
除
す
る
と
と
も
に
、
賞
与
に
係

る
保

険
料
に
つ
い
て
は
１
ヵ
月
を
超
え
る
育
児

休

業
を
取

得
し
て
い
る
場

合
に

限
り
免

除
の
対
象
と
す
る
と
い
う
も
の
で
す
。

◆
改
正
育
児
・
介
霞

休
業
法
で
は
男
性
青

休
制
度
も
創
股
（
令
和
３
年
６
月
９
日
か

ら
・
一
年
６
月

を
超
え
な
い
範
囲
内
で

、
政

令
で
定
め
る
日
）

改
正
育
児
・
介
護
休
業
法
で
は
、
男
性
の

育
児
休
業
取
得
促
進
の

た
め
、
子
の
出
生

直
後
に
取

得
で
き
る
、
新
し
い
育
児
休
業

制
度
も
設
け
ら
れ
ま
し
た
。

新
制
度
は
、
２
回
ま
で
の
分
割
取

得
が
可

能
で
、一
定
の
要
件
に
該
当
す
れ
ば
休
業
中

の

就
業
も
一
定
程
度
可

能
と
す

る
な
ど

、

柔
軟
な
制
度
と
な
っ
て
い
ま
す
。

関
西

労
務
管
理
研
究
所

第
５
・‐
６

回
　

俳

句
会

七
月
と
言
え
ば
夏
の
真
っ
盛
り

で
熱
中
症
の
心
配
も
し
な
け
れ
ば

な
ら
ず
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
テ
レ
ビ

を
横
口
に
自
粛
の
時
で
あ
る
。

七
月
の
兼
題
は
「
羽
抜
鶏
」
と

し
た
。

退
院

の
二
人
に
杖
や
羽
抜
鶏

古
民
家
の
土
間
を
横
切
る
羽

抜
鶏

小
杉
一
夫

草
笛
の
音
色
細
ぼ
そ
古
戦
場

仏
法
僧
夜
の
し
じ
ま
を
分
け
入
り
し

林
　
春
泉

羽
抜
鶏
正
午
の
刻
を
高
ら
か
に

神
苑
に
鶏
冠
眩
し
き
羽
抜
鶏

中
野
啓
子

令

和

３

年

度

団

地

組

合

臨

時

総

会

を

開

催

８
月
2
0日
向
午
後
３
時
3
0分
か

！

ら
．
Ｃ
Ｏ
Ｍ
３
号
館
５
階
会
議
室

で
。
組
合
員
数
１
１
２
名
中
9
9名

（
う
ち
代
表
者
出
席
1
5名
、
書
面

議
決
書
出
席
8
4名
「
全
員
書
面
議

決
賛
成
」
）
の
出
席
を
得
て
開
催

し
ま
し
た
。

こ

定
刻
、
出
席
者
数
が
発
表
さ
れ
、

総
会

が
有
効
に

成
立
す

る
旨

が
告

げ
ら
れ
た
後
、
俣

野
理

事
長

が
議

長
に
選
任
さ
れ
、
以

ド
の
１

議
案

に
つ
い
て
審
議
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

第
１
号
議
案
　
令
和
３
年
度
定
額

賦
課
金
の
徴
収
免
除
に
つ
い
て
承

夕
焼
く
る
脛
の
長
さ
よ
羽
抜
鶏

梅
雨
晴
間
如
来
の
庭
を
猫
家
族

木
村
美
恵
子

荒
梅
雨
や
す
べ
て
を
浸
し
過
ぎ
去

り
ぬ

老
眼
に
近
づ
き
し
日
々
羽
抜
鶏

鈴
木
勘
資

羽
抜
鶏
の
一
生
懸
命
声
高
に

羽
抜
鶏
天
を
仰
ぎ
て
右
左森

本
礼
子

冷
房
に
馴
れ
て
自
然
の
風
求
め

路
地
毎
に
二
階
の
お
囃
子
京
の
町

田
辺
督
旺

肩
の
荷
の
ず
れ
き
し
一
歩
大
酉
日

浜
口
高
子

以
上
　
浜
口
高
子
記

第
５
・－

７

回
　

俳

句
会

暦
の
上
で
は
八
月
は
秋
で
あ
る
。

現
実
と
は
か
け
離
れ
乍
ら

ゆ
っ
く

り
と
姿
を
表
わ
し
て
く
る
。

八
月
の
兼
題
は
「
秋
口
」
で
あ
る
。

秋
の
初
め
の
表
現
は
幾
つ

か
は
あ

る
の

で

そ

れ

は

自

由

に

し

て

も

ら
っ
た
。

初
秋
や
木
洩
れ
日
揺
ら
す
室
生
川

初
秋
や
案
内
の
憎
の
マ
ス
ク
ず
れ

小
杉
一
夫

認
を
求
め
る
件

寺
本
専
務
理
事
が
内
容
説
明
し

た
後
、
議
場
に
諮
っ
た
と
こ
ろ
異

議
な
く
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

船
場
繊
維
団
地
振
興
株
式
会
社

第
5
1期
定
時
株
主
総
会
を
開
催

８
月
2
0日
向
午
後
４
時
か
ら
、

Ｃ
Ｏ
Ｍ
３
号
館
５
階
会
議
室
で
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

第
5
1期
（
令
和
２
年
６
月
１
日

か
ら
令
和
３
年
５
月
3
1日
ま
で
）

事
業
報
告
の
件
を
報
告
、
次
の
３

議
案
を
審
議
し
、
可
決
承
認
さ
れ

ま
し
た
。

Ｆ

Ｉ

り

ｉ

－１第
１

号
議
案
　

第
5
1期
貸

借
対
照

表
、
損
益
計

算
書
及
び
株
主

資
本

等
変
動
計
算
書

並
び

に
個
別

注
記

表
承
認
の
件

第
２

号
議
案
　

剰
余
金
処
分

承
認

の
件

第
３

号
議
案
　

取

締
役

並
び
に
監

査

役
全
員
任
期
満
了

に
つ
き
選
任

の
件

（
敬

称
略
。
役
付

取
締

役
も

選
出
さ
れ
て
お
り
ま
す

。
）

（
取
締
役
）

竹
内
陽
治

（
代
表
取

締
役
社
長
）

寺
本
正

満

（
専
務
取

締
役
）

古
山
恭
平

（
常
務
取

締
役
）

尾
池
行
郎
、
春
日
和
夫

、
木
田
晃
敏
、

山
門
の
仁
王

の
睨
む
雲
の
峰

思
ひ
出
を
す

べ
て
閉
ぢ
込

め
花
氷

林
　

春
泉

柚
子
味
噌
の
串
コ
ン
ニ
ャ

ク
や
宇

陀
の
里

参
道
の
三
本
杉
に
秋
の
風中

野
啓
子

秋
［
‥
の
気
配
に
明
け
し
朝
ぼ
ら
け

い
か

づ
ち

の
縦

横
無
尽

水

脈
（
み

を
）の
果

木
村
美
恵
子

秋
口

の
頁
を
捲
（
め

く
）る
し

ず
か

な
り

秋
口

や
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
変
る
兆
し

有
り

鈴
木
勘
資

グ
ラ
ビ
ア
を
捲
る
ペ
ー
ジ
の
秋
初
め

秋
口
を
帰
り
急
げ
る
一
番
星

森
本
礼
子

秋
め
く
や
卒
寿
に
始
む
へ
ぼ
の
囲
碁

初
秋
や
と
と
屋
の
親
父
の
声
は
づ
む

田
辺
督
旺

納
涼
の
風

に
舞
ひ
上
ぐ
箸
袋

鉦
叩
き
に
肩
を
貸
し
た
る
道
祖
神

浜
口
高
子

以
上
　

浜
［
‥
高
子
記

九
月
の
兼
題
は
「
秋
の
声
」
。

古
鍛
治
正
嘉
氏
が
優
勝

撞
球
大
会

７
月
１３
日
向

主

な
成

績

（
敬
称

略
）

優
　

勝
　

古

鍛
治
正

嘉

（
㈱
コ
カ
ジ
）

準

優
勝
　

鈴

木
勘

資
（
鈴
木
康

㈱
）

第

３
位
　

杉
田

章
（
日
章
ア
ス
ち

ク
㈱
）

小
杉
啓
生

、
田

丸
恵
、
津
田

純
二
、

俣

野
富

美
雄
、
水
本

恵
造
、
山
根

秀
宣

（
監
査
役
）

鈴
木
勘
資
、
武
村
貴
司

尚
、
株
主
総
会

を
機
に
次

の
方

が
退

任
さ
れ

ま
し
た
。
長

い
問

お

務
め
頂

き
、
あ
り

が
と

う
ご

ざ

い

ま
し
た
。
（
敬
称
略
）

松
井

英
育

（
マ
ツ
イ
コ

ー
ポ

レ
ー

シ
ョ
ン
㈱
）

谷
口
紀
子

（
谷
口
商
事

㈱
）

荷

主

会

三

部

会

情

報

交

換

会

を

開

催

７
月
2
7日

肉
正

午

か
ら
荷
主

会

三
部
会

（
量
販
店
・
百

貨
店
・
ホ
ー

ム
セ
ン

タ
ー
そ

の
他
）
情
報
交

換

会

が
津
田
会

長
を

は
じ
め
各
部
会

委
員

が
出
席

し
開
催

さ
れ
、
主

に

４
月

～
６
月

の
商
況

等
の
意
見

交

換
が
な
さ
れ
ま
し
た
。

量
販
店

部
会
で
は
化
粧

雑
貨
等

は
横
ば

い
状

態
の
中

、
百
円
均

一

関

連
ｏ

Ｅ
Ｍ

に

つ

い
て

は

好

調
。

Ｅ
ｃ

比

率

は
2
0
～
3
0％

で

推

移
。

ニ
ッ
ト
、

タ
オ
ル
関
連
で
は
主

に

昨
年

並
み
で
、
一
昨
年
ま
で

は
戻

り

き
っ
て

は
い
な

い
。
問
題
点

は

コ
ン

テ
ナ
不

足

と
、
中
国
新

疆
地

区
問

題
に
起
因
す

る
原
材
料

高
と

の
意
見
交
換

が
さ
れ
ま
し
た
。

百
貨

店
・
専

門
部
会

で

は
、
百

貨

店
は
コ

ロ
ナ
前

の
2
0
1
9

年

比
3
0％

近
く

ダ
ウ
ン
の
中
、
反
面

Ｅ
ｃ

は

好

調

に

推

移

し

て

い

る
。

卜
撞
球
大
会
表
彰

兼
行
事
予
定
（
令
和
Ξ
年
）

９
月

28 16 14
'日

||
｜

吏

ll

1

予丿

定’

90 ユ

ニ
フ
オ
ー
ム
関
連
は
昨
年
対
比

％
。
化
粧
雑
貨
等
も
昨
年
並
み

1
0月

26 13 日

吏Ｈ Ｉ
Ｈ Ｉ
Ｈ 雲

締zx鬘

予‘

定

峯
尚

、

斬

型
コ

ロ

ナ

ウ

イ
ル

ス

の

影

響
に

よ
り

行

事
予

足

が
中

止
・
延

期

・
変

更
に

な

る
場

合

が
あ
り

ま
す
の
で

、
ご
了
4
.享下

さ
い

。

だ

が
、
一
昨
年

ま
で
は
戻

っ
て

い

な
い
。
ま
た

一
部
で
は
価

格
競
争

の
激
化

も
予
想

さ
れ

る
な
ど
の
意

見

が
出
さ
れ
ま
し
た
。

ホ
ー
ム
セ
ン

タ
ー
そ
の
他

部
会

で
は
、
新

規
顧
客

の
獲
得

か
ら
好

調

推
移
し
て
お

り
、
更

な
る
客
層

の
拡
大

を
目
指
し
品

揃
え
を
強

化

す

る
と
の
こ

と
で
、
差
別
化

が
難

し
い
商
品
は
Ｐ
Ｂ
に

切
り
替
わ

る

こ

と
が
予

想
さ
れ
る
。
物
流
倉
庫
・

運

輸
業
は
上

向

き
推
移

し
て
い
る

中
、
原

油

高
、

ド
ラ

イ

バ
ー
の
賃

金
上
昇

な
ど
諸
問
題

も
出
て

き
て

い
る
と
の
こ
と
。

ま

た
、
全
体
的

に
緊
急

事
態
宣

言

等
の
影
響
で
営
業
活
動

の
範
囲

が
制

限
さ
れ
て

い
る
と
の
意
見

も

あ
り
、
各
社

と
も
コ

ロ
ナ
後
の
Ｖ

字
回

復
を
目
指
し
様
々

な
情
報
交

換
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

無

事

故

ド

ラ

イ

バ

ー

を

表

彰

コ

ム
ア
ー
ト
交
通

㈱
は
、
８
月

２
日

向
、
１
年

間
団
地

バ
ス
を

安

全
に
無
事

故
運
転
さ
れ
て

い
る
ド

ラ
イ

バ
ー
（
1
0名
）
を
表

彰

し
ま

し
た
。

口 口
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ｺ ムアートニュース預り先暮集中

組合員の会社訪問

爾きi

株式 会社コッカ

コムアートニユースを置いて下さい｡団地内で店先に置いてもいいよという方募 集しております。

酋072-729-3321( 代) 団地組合( 担当)山口までお電 話下さい。

製

造

し

た

生

地

を

ア
メ
リ

カ
、

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
、
ア
ジ
ア
を

中

心

に
、

世

界

各

国

で
販

売

し
、

グ
ロ
ー

バ
ル
な

販

路

拡

大

に
取

り

組

ん

で
い
る
。

所 在 地　 大阪 本社

〒５４１-()()51

大販 市中央区備後 町24- ６

ＴＥＬ ０６･６２０１-２５７５( 代)

ＦＡＸ ０６石２０１-２５８７

？ 董所 累。４ １ｋ，堺物 流センター

新翔国隼商貿 Ｕ二淘】有限公司

U　R　L　hlt ｐｓ:/yｗｗｗ.kokka. ｃ０.jｐ/

代表取諦役社長　 岡田 洋 幸

設　　 立　 １９４８( 昭和２３) 年

資 本 金　 ９.９７５万円

事 業 内 容　 ホー ムソ ーイング やア パレル向け、

キャラ クターなどの生地 や手芸 ・

クラフト用ｉ 、製品などの企画 ・

蟹 唇・販売

ｊ訪問企業募集中!

感

性

、
感

動

、
感

謝

を
大

切
に
す

る
こ
と
で
社

会
に
貢

献

し
て
き
た
テ
キ
ス
タ
イ
ル
の
老

舗

。

東
京

と
大

阪
の
シ
ョ
’‐－
キ
ー
ム

で
は
、
オ
リ
ジ
ナ
ル
生
地

を

実

際
に
手
に
取

る
こ
と
が
で
き
る
と

好

評
だ

。
中
で
も

、
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
部

門
で
は
、
ラ
イ
セ
ン
ス
を

活
用

し
た
生
地
の
企
両
・
製

造

を
行

な
い
、
ア
ニ
メ
、
マ
ン
ガ
、
ゲ
ー

ム
、

映
画

。
絵

本
の
さ
ま
ざ
ま

な
人

気

キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
の
生

地

を
取

り
揃
え
る
な
ど

、
業

界
ト
ッ
プ
の
実

績

を
誇
っ
て
い
る
。

阪

急

う

め

だ

本

店

に

は
、
直

営

フ
ァ
ブ
リ
ッ
ク
シ
ョ
ッ
プ

「
Ｋ

Ｏ
Ｋ

Ｋ

Ａ

／

ｃ
ｏ

ｃ

ｃ
ａ
（
ｓ

ｅ

ｓ
ｓ

ｅ
）
」
を
展

開

し
、

オ
リ
ジ
ナ
ル
生
地

を

中

心
に
、

手
芸

用

品

な
ど
も

を
販

売

す
る

ほ
か
、
暮

ら
し
を

彩
る
フ
ァ
ブ
リ
ッ
ク
や
手

芸

づ
く
り
の
レ
ッ
ス
ン

な
ど

も
行

な
っ
て
い
る
。

そ
の
他

、
直

営

オ
ン
ラ
イ
ン
シ
ョ
ッ
プ
も
運

営

。

自
社
で
企

画

・

「
と
も
に
楽
し
く
、
と
も
に
豊

か
に
」
が
経

営
コ

ン
セ

プ
ト

す
べ
て
の
顧
客
・
収
引

先
・
従
業
員
の
幸
せ
を
め
ざ
す
企
業

このコーナーでご紹介する訪問企業を募集（掲載料無料）しています。ご希望の企業は、

酋072 － 729 － 3321 （代）団地組合（担当：山口）まで、お気軽にお問い合せください。

ｻｰどス
μき高齢考洵け住宅

ウ ィ ヌ テ リ ア 千 里 中 央

〈お問合せ〉大阪府政中市新千里西町1 丁目1 番7･3

i■。0120-165-372 同気ｒ
ｈｕ ｐｓ=yj゙ｗｗｗ.ｍｓａｗ-ｗiｓ,jP/ 『１７ Ｘｉ 可 ７ ‾‾ ‾1ｒ 「 １

皿 Σ り 二I 工 ㎜

● 繊 維 団 地 エ リ ア に 近 く 利 便 性 抜 群　　 臍IIlj　　　
お

Ｉ

－y-w--m w　'　　-- 響--〃-f㎜-- ■■･1 ●
１１１'１.･iiヽl l l-ll'II･゛kl ● ご 自 宅 同 様 の 自 由 な 生 活 が 楽 し め る

ｉ　　　　　　　　　 ● コミュ ニ テ ィー が さら に 広 が る

９

四 ●

．一 りi 函i

千里東町公言

ウィスナリア 実際にウィステリア千里中央をご利用頂いている

Ｑ＆Ａ　 入居者様にインタビューさせて頂きました!

Q1. ご 人 屠されたからの 印 象 は?

印象ですが介護スタッフ様全員が本当に大変親切です。

ここでの生活のお困りごと全てに対応して頂けます。

こちらには家内と一緒に入居しておりますが二人とも

安心して暮らせる環境が整っていると感じています。

千警巾農公園　　Q2.人 居してからの お仕 事 へ の 彫響 はい か がです か?

入居者の中には今も仕事をされている方が多く､こちらから

‘ ・ －、、　 会社に通われている方もいらっしゃいます｡そういった方々と

触れ合う機会のおかげで､いまだに仕事に対する意欲を高く

もつことができています。

※上記掲載は､広告です｡掲載広告の内容は､広告主が責任を負うものであります。

Ａ型
経 験して僊 た気 づ きが 研 磨 剤となり,自 分咆£ぶ こ磨 き力くか かる

ｉ

起こることす べ てを天 からの 嫌り紬とし て乗り越えられるときです 。
O 型

コムアートニュース

団

地

内

パ

ー

キ
ン

グ

メ

ー

タ

ー
（
船

場

東
一
丁

目

）
廃

止

の

お

知

ら

せ

団
地
内
の
主
要
道
路
駐
車
禁
止
に

伴
い
平
成
３
年
以
降
、
箕
面
警
察
署

に
よ
り
交
通
対
策
と
し
て
団
地
内
数

か
所
に
パ
ー
キ
ン
グ
メ
ー
タ
ー
を
設

置
し
て
頂
い
て
お
り
ま
し
た
。

こ
の
度
、
箕
面
警
察
署
の
方
か
ら

機
器
老
朽
化
及
び
利
用
状
況

（
チ

ケ
ッ
ト
未
購
入
が
大
部
分
）
を
鑑

み
、
廃
止
が
決
ま
っ
た
と
の
連
絡
が

あ
り
ま
し
た
。

具
体
的
に
は
、
ま
ず
今
年
1
1月
頃

ま
で
に
船
場
東
一
丁

目
の
3
6台
分

（
地
図
黄
色
部
分
）
を
廃
止
、
そ
の

後
残
る
船
場
東
二
丁
目
の
２
箇
所
4
5

台
分
、
1
7台
分
（
地
図
緑
色
部
分
）

も
令
和
４
年
度
中
に
廃
止
す
る
予
定

と
の
事
で
す
。

尚
、
パ
ー
キ
ン
グ
メ
ー
タ
ー
撤
去

後
は
駐
車
違
反
に
な
り
ま
す
の
で
マ

ナ
ー
を
守
っ
た
対
応
を
お
願
い
致
し

ま
す
。

健

康

経

営

と
は

経
営
理
念
に
基
づ
き
、
従
業

員
の
健
康
保
持
・
増
進
に
取
り

組
む
こ
と
で
、
組
織
の
活
性
化

や
生
産
性
の
向
上
、
企
業
価
値

の
向
上
な
ど
効
果
が
期
待
さ
れ

る
も
の
で
す
。

メ
リ
ッ
ト
は
、
従
業
員
の
健

康
保
持
・
増
進
、
人
材
の
定
着

に
寄
与
、
業
績
向
上
へ
の
寄
与
、

企
業
イ
メ
ー
ジ
の
向
上
。

ご
存

じ
で

す
か
？
　

情
報
提
供
コ
ー
ナ
ー

ホ

ワ

イ

ト

企

業

に

健

康

経

営

認

定

経

済

産

業

省

で

は

、
健

康

経

営

に

関

わ

る

顕

彰

制

度

と

し

て

「
健

康

経

営

優

良

法

人

認

定

制

度
」

を

創

設

し

て

い

ま

す

。
優

良

な

健

康

経

営

に

取

り

組

む

法

人

を

「
見

え

る

化

」

す

る

こ

と

で

、
従

業

員

や

求

職

者
、

関

係

企

業

や

金

融

機

関

な

ど

か

ら

「
従

業

貝

の
健

康

管

理

を

経

営

的

な

視

点

で

考

え

、

戦

略

的

に
取

り

組

ん

で

い

る

企

業
」

と

し

て

、
社

会

的

に

評

価

を

受

け

る

こ

と

が
で

き

る

環

境

の

整

備

を

し

て

い

ま

す

。
「
健

康

経

営
」
「
健

康

経

営

優

良

法

人

認

定

制

度
」

の

た

め

の
無

料

コ

ン

サ

ル

テ

ィ

ン

グ
を

実

施

し

て

い

る

団

体

や

法

人

も

あ

り

、

そ

の
普

及

が
注
目

さ
れ
て

い
ま

す

。

● 哺ｉ 冰iill ゛ ‘ 回答者：大谷歯科箕面診疲所院長　大谷朋弘先生 ●

＠

＆

マ ス クを す ること により口 へ の 影 響 はあります か？

新型コロナ感染症の予防のーつとして､ 外出時や人と話す

時にマスクを装着することが推奨されています。ウイルスを

完全にブロックすることはできませんが､感染防止に役立って

いる事は間違いありません。その一方で､ 長時間マスクを装

着することによる新たな弊害がある事も分かってきました。

マスクを装着したままの鼻呼吸は気道抵抗が増えるため､口

呼吸になる傾向がみられます。常時口呼吸になると、口腔内

や気道の乾燥が顕著になり、粘膜の炎症を起こしたり、感染を

防御する能力が低下します。その結果、歯肉炎と歯周病の進

行や虫歯ができやすくなります。また口が開いた状態では、口

腔周囲の筋力低下にもつながり、表情の消失､咬合力の低下、

唾液量の低下などにより、会話や食事がしにくいなども認め

るようになります。こまめな水分摂取､口周りの筋肉を動かす、

そしてマスクを外すことができる環境を作りましょう。

○

l められ畑;11;!iﾓFtt･ 甘内に入るII

鼻毛か ン。リレターの

役匈を●だし

大きなｔ,コ.Iを捉 える

×

汗こ９じ 扁
鼻呼畷のメリット

ｔご け｡一

帖圈から分油されろ

帖液や綿毛か働き

入ってきた

異物をキャンチ

自然 界が 循 環 で成り立 つよう こ､自分 句 μ Ｍ なく晟ｉ を意 識して。

愛 検深t 唯 格を 存 釧 こ発 揮し て､あなだらしさで 周りも 輝き出 す。
B型

理 解 庸 が 少 なくとも 心 の 中 の 決 匍 ま静 ヵNこ保ち絢 す友 ４ 戈

信 忿を持ち嶼 すてい れjj､いつヵ層 も峡 れて泄 燐 すときが来 ます。
AＢ型

囁哨リンパ細廠か

更に異物を雌去

イラス1 鰻恨こサン スタ ー 馥血道●

稀勧 こ隨 簾決のたぬこ行動するとき｡う扨 樟 衝 思い

込みを手放すことで､軋λ吸気が舞い込み帛皿 す。

C ｏｍ ｐａｎy Ｐrｏfillｅ

tl場友一丁●
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